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一 看護 衣につい てー

1. こ の研 究 は，
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被服 の合目的的 な機 能性を求 めると

ころに主 眼点を置き，その上に立って意匠を考案すべく

企図 され たものであ る。

2･　対象 とし ては， 看護衣 （看護婦が勤務時 に着用し

ている制服） を取 りあげ，過 去３回にわたってその調査

考案 を行 なった。調査 は， 広島市を中心とする病院に赴

き，看護婦 の仕 事， 勤務労働状況 ，その環境，給与状況

などを実地に調査し， 看護衣 に関する意見を直接彼女 だ

ちから聴取し たり，あ るい は， アンケ-  1ヽ にとって資 料

とし た。これを検討し て， 働き易 さを中心 にし て考案 し

たものが1956 年 に働 き着シ3   ■―に発表し た意匠であり,

そ の折，入手困 難であったため白布のみを使用してい た

のを，診療各科 の特色 に合わし， 患者などに対 する心理

的 な色彩 効果 を考慮し て淡い 色物を使用して考案したも

のが1960 年 に同じ く働き着 のシ3   ―に出品した ものであ
る。

3.　こ の報告 では，これら の調査結果 と考案 を発表す

ると共に，最近 の看護 衣の改 良の状況などについて報 告

する。


